
神戸薬科大学 卒業生調査の実施及び結果の公表について 
神戸薬科大学では、ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針 2013 年（平成 25 年）施行 
https://www.kobepharma-u.ac.jp/guide/policy.html）を制定しています。 
大学教育と社会を結び、あるべき教育の姿を検証し続けることを目的とし、卒業生調査を実
施いたしました。 
学部卒業生並びに病院、薬局及び企業等の皆さまから回答があり、以下のとおり公表します。 
今後も本学は多様で迅速な社会の変化に適応する人材の育成に尽力するよう、 
教育課程の見直し、社会への情報発信を行って参ります。 
 
 

 学部卒業生 企業等 

対象者 
415 名 

(2014/2019 年 
3・9 月卒業生) 

64 社 

回答総数 103 名 17 社 

実施時期 2024 年 12 月 2025 年 7 月～8 月 
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卒業生に対するアンケート結果について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．卒業時を振り返って、ディプロマ・ポリシーの各項目は身についたと思いますか。それぞれ当てはまるもの
を選択してください。 

 
 
２．本学が実施したカリキュラム（講義・実習・演習等）は、ディプロマ・ポリシーが身につくものでしたか？
当てはまるものを選択してください。 

 
 
 
 
 
 

0% 100%

生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること

地域の医療、環境衛生に貢献できる幅広い知識と見識を有す
ること

医療人としての活動に必要な英語力を有し、グローバル化に
対応した国際感覚を有すること

医療人に必要なコミュニケーション力を有すること

医療人として相応しい倫理観と使命感を有し、患者や生活者
の立場に立って行動できること

薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発
見能力、問題解決能力を有すること

医療を担う薬の専門家として相応しい薬学に関する十分な知
識、技能を有すること

とても身についた どちらかと言えば身についた どちらかと言えば身につかなかった 身につかなかった
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そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない



 
 
 
 
 
３．本学の教育はどの分野を充実させるのが望ましいと思いますか。当てはまるものを３つ選択してください。 

 
 
４．今現在、ご自身のキャリア形成において、ディプロマ・ポリシーの各項目は寄与したと思いますか。それぞ
れ当てはまるものを選択してください。 

 
 
 
 
 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

基礎教育・ヒューマニズム教育

語学教育

薬学専門教育

実習科目

実務実習

卒業研究

その他

0% 100%

生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること

地域の医療、環境衛生に貢献できる幅広い知識と見識を有す
ること

医療人としての活動に必要な英語力を有し、グローバル化に
対応した国際感覚を有すること

医療人に必要なコミュニケーション力を有すること

医療人として相応しい倫理観と使命感を有し、患者や生活者
の立場に立って行動できること

薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発
見能力、問題解決能力を有すること

医療を担う薬の専門家として相応しい薬学に関する十分な知
識、技能を有すること

とても寄与した どちらかと言えば寄与した どちらかと言えば寄与しなかった 寄与しなかった



 
 
 
 
 
５．ご自身や周りの方を見渡したときに、社会や仕事・業務においてディプロマ・ポリシーの各項目は重要だと
思いますか。それぞれ当てはまるものを選択してください。 

 
 
６．本学では卒業研究を DP を修得するための重要科目と位置付けています。卒業研究を通じて得たものについ
て伺います。 

 
 
 

0% 100%

生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有するこ
と

地域の医療、環境衛生に貢献できる幅広い知識と見識を有
すること

医療人としての活動に必要な英語力を有し、グローバル化
に対応した国際感覚を有すること

医療人に必要なコミュニケーション力を有すること

医療人として相応しい倫理観と使命感を有し、患者や生活
者の立場に立って行動できること

薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題
発見能力、問題解決能力を有すること

医療を担う薬の専門家として相応しい薬学に関する十分な
知識、技能を有すること

重要だと思う どちらかと言えば重要だと思う どちらかと言えば重要ではないと思う 重要ではないと思う

0% 100%

プレゼンテーション力

文章記述力・構成力

課題解決能力

問題発見能力

研究マインド（研究志向）

身についた どちらかと言えば身についた どちらかと言えば身につかなかった 身につかなかった



 

 

 

 

 

 

 

 

病院、薬局、企業等に対する 

アンケート結果について 



 
 
卒業生全般の印象をご回答ください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0% 100%

生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有してい
ますか

地域の医療、環境衛生に貢献できる幅広い知識と見識を有
していますか

医療人に必要なコミュニケーション力を有していますか

医療人として相応しい倫理観と使命感を有し、患者や生活
者の立場に立って行動できていますか

薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題
発見能力、問題解決能力を有していますか

医療を担う薬の専門家として相応しい薬学に関する十分な
知識、技能を有していますか

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない


